



法として、Beebe, L. M. T. Takahashi, and Uliss-Weltz, R.（1990）等が用いた「談話完成


















































































資料 1 JI1⇔ JG1（同じゼミの後輩⇔先輩） 修士論文の調査協力依頼（談話収録）
資料 2 JI2⇔ JG2（同じゼミの先輩⇔後輩） 修士論文の調査協力依頼（談話収録）
資料 3 JI3⇔ JG3（大学院の同期） 資料提供依頼（文献リスト）
資料 4 JI4⇔ JG4（同じゼミの後輩⇔先輩） 修士論文の調査協力依頼（談話収録）
資料 5 JI5⇔ JG5（同じゼミの後輩⇔先輩） 論文の調査協力依頼（アンケート調査）
資料 6 JI6⇔ JG6（同じゼミの先輩⇔後輩） 資料提供依頼（レポート）
資料 7 JI7⇔ JG7（大学院の同期） 論文の調査協力依頼（データ提供）
資料 8 JI8⇔ JG8（同じゼミの後輩⇔先輩） 論文の調査協力依頼（対象者の紹介）
資料 9 JI9⇔ JG9（同じゼミの先輩⇔後輩） 論文の調査協力依頼（談話収録）
資料 10 JI10⇔ JG10（同じゼミの先輩⇔後輩） 論文の調査協力依頼（データ収集）
資料 11 JI11⇔ JG11（同じゼミの先輩⇔後輩） 論文の調査協力依頼（談話収録）
資料 12 JI12⇔ JG12（同じゼミの先輩⇔後輩） 論文の調査協力依頼（データ収集）
資料 13 JI13⇔ JG13（同じゼミの先輩⇔後輩） 論文の調査協力依頼（データ収集）










































































































































⇔ JG3）、資料 4 （JI4⇔ JG4）、資料 6（JI6⇔ JG6）、資料 7（JI7⇔ JG7）、資料 8 （JI8⇔
JG8）、資料 11（JI11⇔ JG11）、資料 12（JI12⇔ JG12）、資料 14（JI14⇔ JG14）である。

























＜表 3＞ JI4と JG4の一回目のやりとり（下線は筆者）
（1）JI4→ JG4 （2）　JG4→ JI4








































































































＜表 5＞ JI1と JG1の一回目のやりとり（下線は筆者）
（1）JI1→ JG1 （2）JG1→ JI1







Date：Thu，07 Aug 2003 16：36：06＋ 0000
From：JG1　　To：JI1
Subject：JI1（苗字：漢字）さんへの返信





















































































































































































 4 A＋ 1：あまり年齢差のない教師・上司など、A0：あまり親しくない同年輩の人、特に関わりの
ない初対面の人などである（蒲谷他 1998）。
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